
 

弾道ミサイル発射

※ まず、上記の発射情報を伝達し、避難を呼びかけます。
屋外にいる場合は近くの建物（コンクリート造り等頑丈な建物が望ましいですが、

頑丈な建物がなければ、それ以外の建物でも構いません）の中、又は地下（地下街や
地下駅舎などの地下施設）に避難して下さい。
屋内にいる場合には、すぐに避難できるところに頑丈な建物や地下があれば直ちに

そちらに避難して下さい。それができなければ、できるだけ窓から離れ、できれば窓

のない部屋へ移動して下さい。

① ミサイル発射情報・避難の呼びかけ

※ ミサイルが日本の領土・領海に落下する可能性があると判断した場合、
直ちに避難することの呼びかけを行います。
屋外にいる場合には、直ちに近くの建物の中、又は地下に避難して下さい。また、

近くに適当な建物等がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守って
下さい。
屋内にいる場合には、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動して

下さい。

② 直ちに避難することの呼びかけ

※ ミサイルが日本の領土・領海に落下したと推定された場合は、
落下場所等の情報を伝達します。
続報を伝達しますので、引き続き屋内に避難して下さい。

③ 落下場所等についての情報 （日本の領土・領海に落下）

（１）日本の領土・領海に落下する可能性があると判断した場合

「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮からミサイルが発射
された模様です。建物の中、又は地下に避難して下さい。」

「直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の中、又は地下に避難して下さい。
ミサイルが落下する可能性があります。直ちに避難して下さい。」

「ミサイル落下。ミサイル落下。ミサイルが●●地方に落下した
可能性があります。続報を伝達しますので、引き続き屋内に避難
して下さい。」
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